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Ⅰ．前回までの復習～強み①～

流通チャネル改革 販売店舗の見直し

流通チャネルの簡素化

在庫の徹底管理



  

Ⅰ．前回までの復習～強み②～

製品のコンセプト変更

会社の方針の転換

ランセンスの開放



  

Ⅱ．テーマ！！！

より大きくiPodで市場シェアを獲るには？

弱みをカバーして、強みをもっと強みにすること！！

新しいことをいかに取り入れ、標準化するか!!



  

Ⅲ．弱み①～中国市場～

価格の高さ

取扱店舗の少なさ

国内メーカーの存在



  

Ⅲ．弱み①～中国市場～

資料
１．価格の高さ
　　iPodは2000元　→国内メーカー商品500元
     iPodの価格は国内メーカー商品の４倍である。

２．取扱店舗の少なさ
　　iPodが価格の関係で受け入れられないため、代理店は利益追求できず、

撤退する傾向が増えている。

３．国内メーカーの存在
　　国内メ－カー商品が安いため、iPodのシェア率は最高の10％から今年

2006年の４％になった。



  

MP3メーカーの中国市場での順位

 一位　Newman　 19.6%
 二位　DEC　 9.69%
 三位　Aigo　 7.74%
 四位　三星

 五位　APPLE

ちなみに、 Sony、iRiver、Creativeは１０位にも入れなかった



  

Ⅲ．弱み①～中国市場～

価格の高さ 取扱店舗の少なさ

売　れ　な　い

国内メーカーの存在



  

Ⅲ．弱み②～韓国市場～

認知度の低さ
アフターサービス

の悪さ
MP3携帯の普及

売　れ　な　い



  

Ⅲ．弱み②～韓国市場～
MP3市場占有率（韓国）

i-river
41%

iAudio
20%

yepp
11%

i-pod
9%

IOPS
5%

HYUNWON
5%

その他
9%

i-river iAudio yepp i-pod IOPS HYUNWON その他

ブランド 占有率
i-river 41%
iAudio 20%
yepp 11%
i-pod 9%
IOPS 5%

HYUNWON 5%
その他 9%



  



  

共通点とそこから見える対策

①背景として、現地メーカーが先駆けてMP3対
応のプレーヤー、携帯電話が存在

②しかもかなり安い！

☆そこで廉価版iPod shuffle(HDより廉価なフ
ラッシュ対応)で対抗

☆買い替え需要で対抗

http://www.apple.com/jp/ipodshuffle/ads/


  

Ⅳ.今後の展開

Q.これからどうiPodの戦略を進めて行くべき
か？

A.主要国では大きな基盤があるので、それを十
分に活かして、他社よりも早くもっと新しいコ
ンセプトを提供していくことが重要。



  

Ⅴ．具体的な戦略

iPod phone 映画の配信 異業種とのコラボ

身のまわりのエンタメがぜーんぶiPodに！！

優良な３rdパーティーの確保 周辺機器の拡充



  

結論！

強い市場弱い市場

新しいことを次々と提供！
高シェア他社からの

買い替え需要のための戦略



  

最後に…

iPodの世界に期待！！



  

参考資料

 Wikipedia
日経ビジネス

日経新聞特集

 Appleホームページ　

 中国国内の市場調査機構CCID
ほか



  

ご静聴ありがとうございました。
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